












  「たえず」：〔連語〕（動詞「絶える」の未然形に助動詞「ず」の連用形が付いたもの。後 
世は副詞として扱う）ある動作が止むことなくひき続いて行なわれているさま。 
常に。いつも。間断なく。 
  「しじゅう」：〔副〕始めから終わりまで。また，ある動作が頻繁に行われるさまを表わす。 
たえず。常に。 
  「しょっちゅう」：〔副〕（「しょちゅう（初中）」の変化した語か）始終。いつも。常に。 
絶えず。しょちゅう。 










































 (1)a. 人間は不完全だから絶えず失敗を繰り返します。(川の流れのように) 
   b.  酔っぱらいは始終問題を起こす。(ロング・グッドバイ) 
     c.  戦争はしょっちゅう人々にありとあらゆる不幸をもたらす。（スイス銀行の陰謀） 














 (3)a.  街角に，ラジオに，テレビに（とくに夕方）と，どこにでも絶えず政治家がいる。(な 
んだこりゃ！フランス人) 
     b. 主人は五十過ぎぐらいの男で，始終家にいた。（白い） 
    c.  近頃，授業中メールする学生がしょっちゅういる。(作例) 
     d.  「おれはいろいろと考えたんだけど，昔はばあやつきの大学生というのはよくいた。 
…(中略)…」（太郎） 
  (4)a. 夕霧はそれを哀れと見ながら，宮のこともたえず心の片すみにある。（新源氏） 
     b.  日に七万遍となえたことも始終ある。(親鸞) 
     c.  確かに，そんな気がすることがしょっちゅうある。（バリ） 








































 (13) 園子は笑いをたえず忘れなかった。(孤高) 
 (14) さいわい，あたりは漆を溶いたような五月闇だったし，当麻は始終ひと言も声を立てな 
かった。(翡翠) 
 (15)＊機械音痴なので，パソコンはよく使わない。(作例) 














                                                     
3「しょっちゅう」が否定文と呼応できる場合は，次の(1)のように「そんなに」のような語と共起するので
ある。 















 (18) この会社では無断欠勤をする社員が非常に{△しょっちゅう／○よく}いる。(作例) 






 (20) 彼女はドラマに非常に{△しょっちゅう／○よく}出演する。(作例)  
















 プラスの場合 マイナスの場合 プラスでも 
マイナスでもない場合 
実例数 
たえず 91 例(全体の 28％) 89 例(全体の 27.38％) 145例(全体の 44.62％) 325例 
しじゅう 1 例(全体の 0.81％) 53 例(全体の 42.74％) 70 例(全体の 56.45％) 124例 
しょっちゅう 9 例(全体の 3.14％) 155例(全体の 54.20％) 122例(全体の 42.66％) 286例 
よく 2 例(全体の 0.72％) 37 例(全体の 13.41％) 237例(全体の 85.87％) 276例 
 ＜表１＞から，「しじゅう」「しょっちゅう」は「たえず」「よく」よりマイナス評価を表す
例が多いこと，またプラスでもマイナスでもない場合には「よく」は他の３語より多く用いられ














































Corpus of Contemporary Written Japanese)』で検索したものである。 
 
<付記> 本発表は 2012年度日本住友財団研究助成の成果の一部である。 
 
 
 
